
9−はびきの　令和 7 年 （2025 年）4 月−

子どもの本寄贈のお願い
羽曳野市では、「子どもの読書活動推進計画」に基づき、子どもたちの読書環境を整えるための様々な活動を行って
います。その一環として、５月には陵南の森図書館にて下記のとおり「こどもの本ゆずります！ PASS THE 
BOOK FES」イベントを実施する予定です。皆様のご家庭に、お譲りいただける児童書・絵本などがありましたら、
最寄りの図書館までお持ちくださるようお願いします。提供していただいた本は、同イベントに使用するほか、
図書館・市内の学校園などの公共施設で活用させていただきます。

●開館時間10:00～ 18:00（中央は平日10:00～ 20:00　土日祝10:00～ 18:00）

〇中央　　　☎072-950-5501㈪休館　　〇丹比　　　☎072-937-2355㈮休館
〇陵南の森　☎072-952-2750㈮休館　　〇羽曳が丘　☎072-958-8653㈮休館〇東部　　　☎072-950-2002㈮休館　　　　　　　　☎072-957-5553
〇古市　　　☎072-958-0050㈪㈫休館　開館時間10:00 ～ 17:30
〇ブックステーションはびきのコロセアム　
　　　　　　☎072-937-7210　　㈫㈭㈯の13:30 ～ 16:30 開館
全館休館　毎月最終水曜（12月を除く・祝日の場合は翌日）

おはなし会ボランティア入門講座（全４回）
日時　6 月 4 日・11 日・18 日・
　　　7 月 2 日㈬  10:15 ～ 12:00
　　　※ 4 回連続講座です
場所　中央図書館　多目的室
講師　羽曳野市子ども文庫連絡会・
　　　おはなしの森の皆さん
定員　10 人（先着順）
対象　おはなしボランティアに関心のある

大人の方なら、どなたでも参加でき
ます

申込　4 月 1 日㈫ 9:00 より
図書館ウェブサイトにて先行受付
4 月 8 日㈫ 10:30 より
中央図書館にて受付（電話可）

日時　4 月 10 日㈭ 15:10 頃～
　　　（ラジオ体操終了後）
場所　陵南の森　歴史資料室
出演　おはなしの森
プログラム　「朝日長者と夕日長者」ほか
申し込みは不要です。どなたでも参加できます。

春のシニアのおはなし会

館内整理日のお知らせ　4月 30 日㈬
毎月最終水曜日（12 月を除く）は館内整理日
のため、市内の図書館は全館休館となります。
図書の返却はブックポストにお願いします。

（CD・DVD などや、他自治体からの借用
図書はポストには入れないでください）

おはなし会（4 月） 今月の特集テーマ

中央図書館

 5 日㈯　19 日㈯ 11:00 ～ 一般 あなたの？を！にお役立ち☆
児童 はるがきた！

 13 日㈰　27 日㈰ 14:00 ～ 特集1 あなたの“はじめて”の本おしえて
特集2 おともだち

 19 日㈯ 15:00 ～ 特集3 図書館が出てくる本

陵南の森図書館

 6 日㈰　13 日㈰　26 日㈯ 11:00 ～ 一般 図書館で知る
～ 2025 大阪・関西万博～ 19 日㈯ 15:00 ～

 20 日㈰ （小さい子向け） 11:00 ～ 児童 春はいろいろ
 20 日㈰ （少し長いお話を聞ける子向け） 11:30 ～

東部図書館  9 日㈬ 10:30 ～ 昭和レトロ
羽曳が丘図書館  12 日㈯　26 日㈯ 11:00 ～ はじめまして！円滑なコミュニケーション

古市図書館 定例のおはなし会はありません 一般 世界の国々
児童 ぽかぽか「はる」がやってきた♪

丹比図書館  26 日㈯ 10:30 ～ 花・野菜

羽曳野市立図書館ウェブサイト
各イベントの詳細・Logoフォームから
の申し込みはこちらからどうぞ

◇こどもの本ゆずります！ PASS THE BOOK FES
日時　5 月 18 日㈰
　　　10:30～12:00（未就学児とその保護者）  11:00～12:00（小学生～高校生）  13:30～15:00（どなたでも可）
場所　陵南の森総合センター　2 階研修室 1・2
4月19日㈯～5月18日㈰の期間に、陵南の森図書館で資料を 3 点以上借りると交換券をお渡しします。
交換券 1 枚で本などの資料を 1 点お持ち帰りいただけます。

市立図書館では、令和 7 年度の雑誌スポンサーとなってくださる企業、商店、団体を募集します。
スポンサーになると、図書館の雑誌にスポンサー名と広告をつけることができます。
期間　令和 7 年 7 月 1 日～令和 8 年 6 月 30 日（年度途中での申し込みも随時受付）
募集要項その他の詳細は、図書館ウェブサイトをごらんください。
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